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恋愛 〜なぜ⽢やかすのか〜

私と彼は、弟を⾞に乗せて⾃宅まで送った。郡家本町から⾃宅まで最短10
〜15分ほどで帰れる距離だが、弟が普段通りに「ミギ！」「ヒダリ！」と独
⾃のルートを指図してきたので、私は弟が⾔う⽅向に⾛らせた。
⾃閉症の弟は⽅向感覚が抜群である。昔は「地図より正確」と笑っていた

が、今は「ナビより正確」だ(笑)⼀度通った場所は必ず覚えていて、道に迷
えば弟のナビで辿り着くことができるから不思議だ。弟が指図する通りに、
わざわざ遠回りして⼋丁畷を通り、国道170号線を⾛った。
今も変わりなく、弟はこのルートが好きなようで、その理由はわからない
が、170号線は『⼤阪ガス』や『HONDA』『TOYOTA』があり、昔は
『NISSAN』もあった記憶が…他にバイク店もあり、弟にすれば興味のある店
や社名(マーク)が並んでいて好きなのかも知れない。
⾃宅へ弟を送り届けた後、彼の態度がいつもと違うのを感じた。少し時間
が過ぎてから、その理由を訊ねてみると彼はこう⾔った。
「何で、弟が⾔う通りの道を⾛るんかな…⽢やかしてるんじゃないかと感
じた」
数時間前に「瞬きせーへんのも障がいなん？」と⾔った彼だから、スト

レートで⾃然な感情だと思ったが、私は涙ながらにこう返した。
「弟には“こだわり”がイッパイあって、それを受け⼊れてやらなければ落
ち着かないこともある。⽢やかしてるって感じるかも知れへんけど、こうい
う弟のこだわりをわかってもらわれへんかったら、結婚は出来ひん」
彼は少し驚いていたが、⾃閉症の特性や弟の数々のこだわりを、たくさん

の⾔葉を並べて説明するよりも、実際に弟と接して、⾒て、知って、理解し
ていってもらうしかないと考えていたので、この私の想いを伝えると受け⼊
れてくれた。
今こうして活字にしてみると、ナンとも強気な私だったと反省？する(笑)
でも、弟の数々のこだわりの中でも“好きな道を⾛る”なんて、家に例える
ならば⽞関前に⽴ってるようなもので、扉を開けて中に⼊れば他にも数多く
のこだわりが溢れ返っている(笑) この当時、２⼈の間で結婚を約束してい

熊本県を中心とする地震により、お亡くなりになられた方々に対し、
謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災をされました皆様には

心よりお見舞いを申し上げます。

人材の養成及び、障がい（児）者の社会参加促進の一環として、本年度も4月より大阪府立福井
高等学校の福祉課コースの生徒の皆さん33名への移動支援知的養成研修の実施をしております。
今回も、生徒の皆さんへガイドヘルパーという仕事の楽しさや、重要性をお伝えしたいと思い

ます。


